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　ｉ）Ｃ１～６炭化水素冷媒と、
　ｉｉ）式Ｉの化合物
【化１】

　（式中、ｎは、１～１２の整数であり、
　Ｒがそれぞれ独立して、炭素原子５～１０個のアルキルカルボニルであり、
　Ｒ１がそれぞれ独立して選択され、かつＲ基または式ＩＩの置換基：
【化２】

のいずれかであり、
　　すべてのＲ基の少なくとも８０モル％が独立して、炭素原子７～１０個の直鎖アルキ
ルカルボニルから選択される）
の混合物を含み、４０℃での動粘度２２～１２５ｃＳｔ、１４０を超える粘度指数を有す
る、ポリオールエステル潤滑剤組成物と、
を含む、熱伝達デバイス用の動作流体であって、
　前記ポリオールエステル潤滑剤組成物が、
　ａ）式Ｉの化合物（ｎは１であり、Ｒ１がそれぞれ独立して選択され、かつＲ基である
）３０～５５重量％、
　ｂ）式Ｉの化合物（ｎは２であり、Ｒ１がそれぞれ独立して選択され、かつＲ基である
）約１～２０重量％、
　ｃ）式Ｉの化合物（ｎは３であり、Ｒ１がそれぞれ独立して選択され、かつＲ基である
）１～１０重量％、
　ｄ）ペンタエリトリトールモノマー基４個以上のペンタエリトリトールオリゴマーであ
る、式Ｉの化合物２５～４５重量％、
を含み、
前記重量％が、前記潤滑剤組成物中に存在する式Ｉの化合物すべての重量に対する％であ
る、
　動作流体。
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【請求項２】
　すべてのＲ基の少なくとも９０モル％が独立して、炭素原子７、８および１０個の直鎖
アルキルカルボニルから選択される、請求項１に記載の動作流体。
【請求項３】
　前記Ｃ１～６炭化水素冷媒だけが存在する冷媒であり、並びにエタン、プロパン、プロ
ペン、ブタン、イソブタン、ブテンおよびイソブテンからなる群から選択される１種また
は複数種の冷媒である、請求項１に記載の動作流体。
【請求項４】
　前記冷媒が、プロパン、ブタン、イソブタン、ブテンおよびイソブテンからなる群から
選択される１種または複数種の冷媒である、請求項１に記載の動作流体。
【請求項５】
　成分ｉ）およびｉｉ）に加えて、鉱油、ポリα－オレフィン、アルキルベンゼン、式Ｉ
の化合物以外のカルボン酸エステル、ポリエーテル、ポリビニルエーテル、パーフルオロ
ポリエーテル、及びリン酸エステルからなる群から選択される１種または複数種をさらに
含む、請求項１に記載の動作流体。
【請求項６】
　１種または複数種の酸化防止剤、極圧添加剤、耐摩耗添加剤、摩擦低減添加剤、消泡剤
、予備発泡剤、金属不活性化剤、酸捕捉剤またはその混合物をさらに含む、請求項１に記
載の動作流体。
【請求項７】
　前記ポリオールエステル潤滑剤組成物が式Ｉの化合物及びトリメチロールプロパンのＣ

５～１０アルキルカルボキシレートエステルの混合物を含み、トリメチロールポリオール
のエステルのすべてのアルキルカルボニルの少なくとも８０モル％が炭素原子７～１０個
の直鎖アルキルカルボニルか独立して選択される、請求項１に記載の動作流体。
【請求項８】
　ポリオールエステル潤滑剤組成物中のすべてのエステルの少なくとも５０重量％が式Ｉ
の化合物である、請求項６に記載の動作流体。
【請求項９】
　ポリオールエステル潤滑剤組成物中のすべてのエステルの少なくとも７５重量％が式Ｉ
の化合物である、請求項６に記載の動作流体。
【請求項１０】
　ポリオールエステル潤滑剤組成物中のすべてのエステルの少なくとも９０重量％が式Ｉ
の化合物である、請求項６に記載の動作流体。
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